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Ⅰ新技術の解説

１要旨

「ふくはる香」の1月どり促成栽培においては、保温開始以降の芽数管理および電照の必要がない。 

(1) 保温開始以降の芽数管理を行わない場合でも、腋芽の発生数は少なく、Ｌ級以上の大玉果収量
を高く維持したまま商品収量も増加する。

(2) 日長15時間になるよう電照を行った場合、草勢は強くなるが、商品収量は低下する。

２期待される効果

 芽数管理を必要としないために省力的であり、また、電照設備を必要としないため低コストで栽培で
きる。本成果により、新品種の普及が円滑に行われ、高位安定生産ができる。

３適用範囲

 「ふくはる香」の促成栽培地域

４普及上の留意点

(1) ふくはる香の栽培にあたっては、最低夜温6～8℃を確保する。 

(2) ふくはる香はうどんこ病に弱いため、うどんこ病の防除を徹底する。
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